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愛知┴ᮾᖭ㇋ᾏᓊの㈅㢮┦と成㛗 

人㛫環ቃ大学 藤ཎၨᦶ 㬀㈏൉ᩯ ᒣ⏣ᬕⰼ 

 

要 旨 

 ᮾᖭ㇋ᖸ₲ではィ 25✀の㈅㢮が確ㄆされ、᪤ሗとẚ㍑するとこのฟ現✀ᩘは大ᖜに少なく、

᥇㞟地の環ቃຎ化を示၀するものであった。本ᖸ₲のඃ༨✀であるࣜࢧ࢔は 8㹼9 ᭶に減少す

る一方で、࢖࢞ࢫࢠࢺࢺ࣍は 7᭶௨㝆にᛴቑする現㇟がぢられた。このことは、高 にᙅい࢔

が大㔞に⏕ṧした結果と考えら࢖࢞ࢫࢠࢺࢺ࣍がኟᮇに減⪖した一方で、高 ⪏性の高いࣜࢧ

れる。今ᚋは、さらにᗏ㉁・Ỉ㉁・Ỉ୰ᰤ㣴ሷ㔞な࡝の調査を⥅⥆的に行い、㈅㢮┦ࡸඃ༨✀

の⬗యについてモࢽタࣜングを⥆ける必要がある。 

 

 

１．本研究の⫼ᬒ 

୕Ἑ‴では、1945年から 1997年までにᇙめ❧てな࡝によって 42%のᖸ₲がኻわれ、ᗏ⏕⏕

≀のከᵝ性のప下ࡸ✀の⤯⁛をᣍいている(愛知┴, 2019)。しかし、୕Ἑ‴におけるᖸ₲の㈅

㢮┦調査は限定的で、現ᅾの㈅㢮┦に㛵する᝟ሗはⓙ↓に㏆い。なかでもỈ産㔜要✀である࢔

ࢧ (ࣜVenerupis philippinarum)については、ᮾᖭ㇋ᾏᓊにおいても最も㔜要な஧ᯛ㈅である

にもかかわらࡎ、その⏕育≧況は඲く୙明である。そこで本研究では、ᮾᖭ㇋ᾏᓊࢺンࣟ࣎ᖸ

₲の₻㛫ᖏᖸ₲域において、」ᩘの環ቃが␗なる地Ⅼからᚓられたᶆ本をもとに、㈅㢮組成の

Ꮨ節ኚ化ཬࡧ、その地Ⅼ別の␗同を明らかにすることを目的とした。加えて、Ỉ産㔜要✀であ

るࣜࢧ࢔については、஧ᯛ㈅の成㛗のⰋྰをุ᩿する指ᶆとして᭷ຠな୸ᙧ指ᩘに基づき、同

✀の⏕育≧況を᥎定することで、⏕ᜥ環ቃの現≧を᳨ウした。 

 

２．方ἲ 

2022 年 6㹼9 ᭶に愛知┴すᑿ市ᮾᖭ㇋⏫のᮾᖭ㇋ᾏᓊのࢺンࣟ࣎ᖸ₲にて調査を行った（ᅗ

ᖸ₲において、環ቃ᮲௳の␗なるࣟ࣎ンࢺ。（１ 4

地Ⅼ、St.1㹼St.4をᶆ本地Ⅼとして㑅定した。St.1

はἈྜの前ᓥ付㏆でᗏ㉁が◁Ἶ㉁の地Ⅼ、St.2㹼4

は㝣ഃの地Ⅼとし、St.2、3はᮾഃのᒾ場の付㏆で

ᗏ㉁が⣽◁の地Ⅼ、St.4 はἙᕝのὶれ㎸みのある

Ἑ口付㏆でᗏ㉁は⣽◁の地Ⅼであった。ྛ地Ⅼに

おいて、GPSを用い⦋度、経度をグ㘓した。6᭶は

調査地Ⅼの㑅定のため 2 日に分けに調査を行った

が、7᭶㹼9᭶の㛫は᭶に1ᅇ᥇㞟調査を行い、大

₻前ᚋの日୰を調査日᫬とした。 

 

㸱．結果 

（１） ㈅㢮組成のᴫ要 

 本調査でᑐ㇟とした₻㛫ᖏであるᮾᖭ㇋ᾏᓊࢺンࣟ࣎ᖸ₲において、⭡㊊⥘が 8✀、஧ᯛ㈅

 
ᅗ ᖸ₲における調査地Ⅼࣟ࣎ンࢺ．1 St.1

㹼St.4 

St. 1

St. 2

St. 4

St. 3
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（２） 㣧㣗ᗑの㐠Ⴀについて 

 商品、௙ධ(ὶ通)、価᱁、㢳ᐈについて᝿定する 

 

a) 商品について 

୺⳯⣔の一品ものを 2、3個。㣧み≀はΎᾴ㣧ᩱỈを用ពする。వ๫品を฼用する。࣓ ࣗࢽ

ーはᾘ㈝⪅ࡸ⫋ဨから㞟める。そしてࣞࣆࢩを㞟⣙し、వ๫品で作れそうなものをࣆック

 ーンのᙅⅬ࢙ࢳ࢖ラࣉࢧする。ここでవ๫品の౑用に際したᅾᗜ୙Ᏻ定というࣉッ࢔

を࣓ࣗࢽーのከさでᑐᛂしていく。 

 

㹠）௙ධについて 

  前日వった㣗材を㉎ධする。వった㣗材を⏕産⪅の方にはᣢちᡠらࡎに㈙い取らࡏていた

 うしても㊊りない素材があるときは኎場で㉎ධする࡝く。その上でࡔ

 

㹡）価᱁について 

  ワン࢖ࢥンでᡭ㍍なものにする。なる࡭くẖᅇの࣋࢖ンࢺで価᱁ᖜがないようにする。 

 

㹢）㢳ᐈについて 

  岡崎のྛᡤにある JAのᗑ⯒の࿘㎶にఫࢇでいる人(ᐙ᪘㐃れ、高齢⪅)を᝿定し、ほගᐈな

 もど㔝にධれる࡝

 

（㸱）ࣜࢫクについて 

  వ๫品の品㉁⟶理が㞴しいことࣉࢧࡸラ࢙ࢳ࢖ーンが୙Ᏻ定であること、産┤の商ᅪから

かなり㞳れている⠊ᅖの₯ᅾ的㢳ᐈの取ᚓが㞴しいこと。品㉁ぢᴟめ、日᭰わりで࢚ࣜࣂーࢩ

ࣙンの㇏ᐩさでᑐᛂし、࢟ッࢳンカーの฼用で₯ᅾ的㢳ᐈの⋓ᚓもど㔝にධれる。 

 

ཧ考ᩥ⊩ 

・JA藤ᕝより提౪していたࡔいたྛ᭶ࡈとのྛ✀㔝⳯の኎上ラン࢟ング（１年分） 

 

ㅰ㎡ 

 実現に際して、㞴しい㒊分はいくつかあるが、ᅵྎをしっかりと作って、฼┈を上ࡆられる

ようなࢸࢫࢩムづくりをできるような᱌として地域産業の活性に༠力できればとᛮう。 
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⥘が 17✀のྜィで 25✀の㈅㢮が᥇㞟された。᥇㞟された࣐ࣁグ (ࣜMeretrix lusoria)はࢼࢩ

グ࣐ࣁ (ࣜMeretrix petechialis)がΰᅾしている可能性が高いが、同定がᅔ㞴なため本調査で

はこの 2✀のุ別は行わなかった。඲ 25✀の୰で⁺⋓ᑐ㇟✀は 6✀であり(ࣂカ࢜ࢩ、࢖࢞フ

グ࣐ࣁ、ࣜࢧ࢔、࢖࣑࢞࢞カ、࢖࢞ࢸ࣐、࢟ )ࣜ、愛知┴のࣞッドࣜࢺࢫにグ㍕されている✀は

9 、クラࢨࣁ、࢖࢞ࣂࢳ࢜、࢖࢞࢜ࢩ࢘ࣘ、࢖࢞࢟ࣅࢪ࢟ムラクモ、ࢼࢽ࣑࢘、ࢦࢧ࢟࣎࢖)✀

ムラ࣐ࣁ、࢖࢞ࢸ࣐、࢖࢞࢟ࢧグࣜ)であった。 

 

 のẆ㛗組成の᥎移࢖࢞ࢫࢠࢺࢺ࣍とࣜࢧ࢔ （２）

᥇㞟されなかった。また、6࡝ࢇと࡯は、඲య的に⛶㈅がከく᥇㞟され、成㈅はࣜࢧ࢔ ᭶か

ら 7᭶はቑ加しているが、7᭶から 9᭶は減少した。Ẇ㛗分ᕸからみて、7᭶には小型個యのฟ

現がぢられたが、9 ᭶にかけて減少した。しかし、Ẇ㛗の大きい๭ྜが高くなり、成㛗がうか

がえる。一方࢖࢞ࢫࢠࢺࢺ࣍は、7᭶௨㝆の St.3、St.4ではከく᥇㞟された。特に、7᭶の St.3、

8᭶の St.4、9᭶の St.3、St.4では特にከく᥇㞟された。また、7᭶から 9᭶にかけてẆ㛗が

大きい個యがከく᥇㞟された。また、࢖࢞ࢫࢠࢺࢺ࣍は 7᭶௨㝆にᛴ⃭にᩘをቑし、Ẇ㛗も大

きい個యがቑ加した。 

 

㸲．考ᐹ 

 本調査ではィ 25 ✀の㈅㢮が᥇㞟され、そのうち愛知┴のࣞッドࣜࢺࢫにグ㍕されている✀

は 9✀であった。先行研究とẚ࡭ると、᥇㞟された✀ᩘは大ᖜに減少した。現ᅾのᮾᖭ㇋ᾏᓊ

は、10年前より✀のከᵝ性がないといえ、発ぢされなかった✀は⃭減したといえる。一方ࢨࣁ

クラ、ࣜࢧ࢔࣓ࣄ、࢖࢞ࣂࢳ࢜は本調査でのみ᥇㞟された。これらの✀が᪂しく発ぢされたⅬ

については、 (Ỉ ・Ỉ㉁・ᗏ㉁な࡝)のኚ化が㛵㐃していると考えられる。しかし、理⏤は୙

明であるため今ᚋも調査が必要である。 

⣽◁のᗏ㉁（St. 2, 3）では、6᭶から 7᭶にかけてࣜࢧ࢔がቑ加したが、7᭶㹼9᭶はኟᏘ

に大ᖜな減⪖がぢられたた。これは、7 ᭶௨㝆に大㔞に᥇㞟された࢖࢞ࢫࢠࢺࢺ࣍との競ྜ、

また 30Υ௨上の高Ỉ によりᩢṚしたと考えられる。◁Ἶ㉁の環ቃ（St. 1）では࣍、ࣜࢧ࢔

ࢠࢺࢺ࣍、ࣜࢧ࢔。の᥇㞟㔞がከかった࢟フ࢜ࢩࡸグ࣐ࣜࣁ、の᥇㞟㔞が少なく࢖࢞ࢫࢠࢺࢺ

これらから、環ቃによって୺。ࡴグࣜは◁Ἶ㉁をዲ࣐ࣁは⣽◁のᗏ㉁をዲみ、成⇍した࢖࢞ࢫ

組成およࡧ㔜㔞組成に大きな㐪いがあると考えられた。今ᚋは、さらにᗏ㉁・Ỉ㉁・Ỉ୰ᰤ㣴

ሷ㔞な࡝の調査を⥅⥆的に行い、㈅㢮┦ࡸඃ༨✀の⬗యについてモࢽタࣜングを⥆ける必要が

あると考えられた。 

 

ᘬ⏝ᩥ⊩ 
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